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朝日新聞デジタル > （時時刻刻）「科学的根拠」首相は強調　処理水放出 > 写真・図版

この写真の記事を見る

無断転載・複製を禁じます

その他の総合２面掲載記事
（時時刻刻）「科学的根拠」首相は強調　処理水放出
（いちからわかる！）原発の処理水、なぜ海に流す？

こんな特集も

注目の連載記事 もっと見る

PR 注目情報

中学受験　潜むリスク
中学受験から想定外の撤退　
息子の大学入試を見届けた母
の複雑な思い

「明日もがんばろう」～途切れた日記
～
【毎日更新】雨の日曜、ルソ
ーに読みふける　1945年の今
日、長崎
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P＆Gの新たな挑戦
多様な人々が安心して
買い物ができる環境づくりを

期間限定、無料プレゼント
夏休みの自由研究は
サバイバルの仲間とチャレンジ！

乃木坂46が特別審査員
「日本の農業」をテーマに川柳募集
お肉や果物、豪華賞品をプレゼント

4年ぶりに“戻ってきた日本の夏”
通常開催の祇園祭にかける人々の想い

夏休みの自由研究はこれに決まり！

ウクライナ情勢 コロナ 速報 朝刊 夕刊 連載 ランキング マイページ

トップ 社会 経済 政治 国際 スポーツ オピニオン IT・科学 文化・芸能 ライフ 教育・子育て 医療・健康 地域

東京電力福島第一原発の汚染水と処理水をめぐる経緯

2023.7.5
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（汚染水対策３原則）

（検査・流通体制の移行、県境、原発近傍、原発港湾の問題等に集中して対処していく必要あり）
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「復興には放出が必要」

（後から追加され、丸２年の時間と350億円の巨費を費やす計画で必要性が不明であった）
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２０１８年８月３０日　公聴会　郡山

Kumpei HAYASHI
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第一原発廃炉と廃棄物管理の難題がある中で
農林水産・商工業と地域の立て直しに向かう
福島県の “次の10年” の実践に注目・連帯し

　　　　　　　　　　　  に向けた
　 　　　　を構築していくべきである
真の “復興と廃炉の両立”
国民の科学真摯な議論が求められる

2020年4月～
福島県内の処分案のみが示され、
福島県内の各団体の代表者が次々に呼び出された
意見聴取会（「関係者の御意見を伺う場」）
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2023/07/05 20(26「復興と廃炉の両立」を模索する円卓会議　福島大元学長らが呼びかけ：朝日新聞デジタル

1 / 1 ページhttps://www.asahi.com/articles/ASR747QCZR74UGTB002.html

「福島円卓会議」の開催について記者会見した
林薫平・福島大准教授ら=2023年7月4日午後
0時34分、福島市の福島県庁、力丸祥子撮影

「復興と廃炉の両立」を模索する円卓会議　福島大「復興と廃炉の両立」を模索する円卓会議　福島大
元学長らが呼びかけ元学長らが呼びかけ
力丸祥子 2023年7月5日 11時00分

　 東京電力福島第一原発 をめぐり、国
や東電が掲げる「復興と 廃炉 の両立」
に市民の声を反映させる方法を模索しよ
うと、福島大元学長ら8人が呼びかけ
「福島円卓会議」を立ち上げる。事務局
長を担う林薫平・福島大食農学類准教授
らが4日、県庁で記者会見を開き、明ら
かにした。11日に初会合を予定し、参
加を呼びかけている。

　円卓会議は、これまで国や東電の決定
に従ってきた県民が「復興と廃炉の両立」に向け、意思決定に参加することをめざす。
県内の農林水産業者などから報告を受け、 処理水 の海洋放出や原発敷地内の 放射性
廃棄物 の今後などについて議論する。秋までに複数回予定しているという。

　林氏は、復興途上の漁業者らが処理水の海洋放出に反対していることなどを挙げ、
「県民には廃炉も復興も必要。処理水問題をはじめ、両者がぶつかり合う現状をつら
い気持ちで見ている人も多い。有効な解決策を提示していく場にしたい」と話した。

　初会合は11日午後2～4時、 福島市 の杉妻会館。参加は無料。連絡は林氏（ e129
@ipc.fukushima-u.ac.jp ）へ。（力丸祥子）

有料会員になると会員限定の有料会員になると会員限定の有料記事もお読みいただけます。有料記事もお読みいただけます。

今すぐ登録（1カ月間無料）今すぐ登録（1カ月間無料） ログインするログインする

※無料期間中に解約した場合、料金はかかりません

朝日新聞デジタルに掲載の記事・写真の無断転載を禁じます。すべての内容は日本の著作権法並びに国際条
約により保護されています。
Copy r i gh t  ©  The  Asah i  Sh imbun  Company .  A l l  r i g h t s  r e s e r v ed .  No  r ep roduc t i on  o r
r epub l i c a t i o n  w i t hou t  w r i t t e n  pe rm i s s i on .
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JAM THE WORLD - UP CLOSE

4日前 • 40分

先日（7月4日）、処理済みの汚染水を薄めて海に放出する計画について、IAEA

（国際原子力機関）が、「国際的な安全基準に合致している」とお墨付きを与える
報告書を公表したことを受けて、政府は8月にも海洋放出を開始すると言われてい
ます。一方で、地元の漁業関係者など反対する声も上がっています。そこで今回
は、この海洋放出の凍結、国民的議論の必要性を訴えている福島大学・食農学類・
農業経営学コースの准教授、林薫平さんにお話を伺います。

JAM THE WORLDで取り上げたトピック／テーマを「さらっと、コンパクトに学べ
る」ショート動画コンテンツがTikTok、YouTube Shortsで配信中。
フォロー、チャンネル登録もお待ちしてます！

【TikTok】
https://www.tiktok.com/@jamtheworld_upclose

【YouTube】
https://youtube.com/@spinearstudios

See Privacy Policy at https://art19.com/privacy and California Privacy Notice at

https://art19.com/privacy#do-not-sell-my-info.
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サインイン検索
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言いたかったこと（林薫平）
・福島県民や国民は、決まった方針の説明を受ける側でなく、意思決定に加わる当事者である
・円卓会議で、処理水問題の狭い捉え方や定型化した伝わり方を広げ、まだ残る諸課題を議論する
・廃炉と復興が交錯する点を詳細に議論して具体的な両立のあり方（規律やルール）を模索する
・福島県沿岸地域の届かない声や復興現場の課題を世論に届くように明確な形にして発信する
・東電や政府やIAEA等の機関を否定するよりは、対等でオープンな場での対話で前進を目指す






